
第１回定例会　令和８年度予算審査特別委員会（2026.3）の質問内容です（Q:やしきだ区議の質疑　A：行政側答弁）
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民生費･衛生費について民生費･衛生費について

や
し
き
だ
　
手
話
リ
ン
ク
の
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
設

置
に
つ
い
て
の
周
知
や
広
報
は
？

障
害
者
施
策
課
長
　
区
報
、区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
窓
口
で
の

ご
案
内
の
ほ
か
、手
話
通
訳
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
に
向
け
た
利
用
者
懇
談
会
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。使
い
方
の
説
明
や

個
別
相
談
を
受
け
る
場
を
設
け
る
予
定
。

聴
覚
障
害
者
団
体
や
手
話
通
訳
者
連
絡
会

な
ど
に
も
事
前
に
周
知
す
る
。　

A 民
生
費《
手
話
関
連
事
業
に
つ
い
て
》
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障
害
者
施
策
課
長
　
事
業
者
の
負
担
軽
減
や
財
源
確
保
に

資
す
る
可
能
性
が
あ
る
有
効
な
手
法
の
一
つ
だ
が
、民
間

事
業
者
に
よ
る
整
備
を
踏
ま
え
る
と
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。区
施
設
を
活
用
す
る

手
法
も
含
め
、状
況
に
応
じ
た
適
切
な
整
備
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

A
や
し
き
だ
　
令
和
11
年
度
ま
で
に
21
の

公
営
民
営
園
で
改
修
・
改
築
工
事
、

空
き
定
員
も
増
え
て
き
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
て
、
同
じ
園
内
に
病
児
病
後
児

保
育
室
や
児
童
発
達
支
援
施
設
等
を
併
設
し
て
は
？

保
育
政
策
課
長
　
待
機
児
童
は
0
を
堅
持
し
て
い
る
が
、空

き
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
難
し
い
。ま
た
、医
療
機
関
と
の
連

携
等
、ク
リ
ア
す
べ
き
要
件
が
多
い
。将
来
の
需
要
見
通
し

も
踏
ま
え
、複
合
化
の
多
機
能
化
の
可
能
性
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
検
討
す
る
。

A
や
し
き
だ
　
現
在
、
江
東
区
内
に
児
童
発
達
支
援
施
設

は
33
ヶ
所
存
在
。
多
く
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
角
な
ど
で

運
営
。
例
え
ば
区
立
保
育
園
の
ス
ペ
ー
ス
の
一
部
を
、

他
の
事
業
に
貸
し
出
す
と
い
う
仕
組
み
作
り
が
出
来
れ

ば
施
設
使
用
料
と
し
て
区
の
歳
入
に
も
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
。

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て

や
し
き
だ
　
東
京
都
の
先
進
医
療
費
へ
の
上
乗
せ
と
い

う
形
を
と
っ
た
背
景
は
？

特
定
不
妊
治
療
に
つ
い
て

調
整
担
当
課
長
　
不
妊
治
療
に
お
け
る
先
進
医
療
は
、自
己

負
担
の
金
額
に
大
き
な
差
が
あ
る
。自
費
診
療
に
な
る
た
め

高
額
療
養
費
の
対
象
か
ら
も
外
れ
る
こ
と
か
ら
、先
進
医
療

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

A
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総
務
費《
備
蓄
物
資
整
備
事
業
に
つ
い
て
》

防
災
計
画
課
長
　
拠
点
避
難
所
に
あ
り
ま
す
備
蓄
倉
庫
に

つ
き
ま
し
て
は
、令
和
８
年
度
に
取
り
組
む
防
災
倉
庫
再
整

備
後
に
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

A
や
し
き
だ
　
今
回
は
江
東
区
内
２5 
箇
所
の
防
災
倉
庫
の
再

整
備
と
再
構
築
。小
中
学
校
の
拠
点
避
難
所
69
箇
所
に
は

備
蓄
物
資
も
あ
る
。防
災
倉
庫
以
外
の
再
整
備
、再
構
築
に

つ
い
て
、現
時
点
で
今
後
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

や
し
き
だ
　
現
状
で
は
本
区
は
要
請
が
あ
っ
た

場
合
に
支
援
物
資
が
輸
送
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る

「
プ
ル
型
」。プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
導
入
と
併
せ

て
ニ
ー
ズ
把
握
を
的
確
に
す
る
た
め
に
事
前

に
何
か
し
ら
計
画
は
で
き
る
の
で
は
？

防
災
計
画
課
長
　
国
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
は
、

熊
本
地
震
で
初
め
て
大
体
的
に
実
施
さ
れ
た
。

物
資
が
早
急
に
被
災
へ
届
け
ら
れ
、生
活
に
必

要
な
物
資
を
早
く
保
管
で
き
る
な
ど
、迅
速
な

被
災
者
支
援
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
評
価
し

て
い
る
。

A
防
災
計
画
課
長
　
令
和
８
年
度
に
取
り
組
む
、

備
蓄
物
資
管
理
体
制
の
再
構
築
に
よ
り
、ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
輸
送
手
段
や
ル
ー
ト
、物
資

の
入
出
荷
管
理
な
ど
の
体
制
が
確
立
で
き
る
。

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
実
施
、対
象
物
資
の
ニ
ー

ズ
把
握
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

A
や
し
き
だ
　
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
へ
の
区
の
考
え
、評
価
は
。

やしきだやしきだ綾
香
綾
香
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議会質問の動画を配信
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不
妊
治
療
が
保
険
診
療
に
な
っ
た
が
、

長
期
治
療
に
な
る
場
合
や
治
療
法
に

よ
っ
て
は
保
健
適
用
外
と
な
る
場
合
も

多
く
、
金
銭
面
を
理
由
に
諦
め
る
方
も

い
る
た
め
、
実
態
の
把
握
と
引
き
続
き

の
支
援
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

あやかの想い

あやかの想い

＊プッシュ型支援 ...大規模災害当初は、被災自治体において正確な情報把握に時間を要すること、民間供給能
力が低下すること等から被災自治体のみでは必要な物資量を迅速に調達することは困難と想定。国では被災自治
体からの具体的な要請を待たずに、食料や携帯トイレなどの基本８品目のほか、避難所環境の整備に必要な物資等
を調達し、被災地に緊急輸送しており、これをプッシュ型支援という。

あやかは考える...精神疾患・難病疾患共に疾患が長期にわたり
経過するため、紙での記録では経過や支援内容を十分に把握する
ことが難しい。治療歴や生活状況の変化等、長期的に
整理すべき情報が多いのに、担当者が変わると支援が
途切れやすい。電子管理を導入すべき。

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
は
、災
害
時

の
初
期
対
応
と
し
て
は
非
常
に

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、物

資
過
多
に
よ
る
混
乱
を
防
ぐ
た

め
計
画
的
導
入
が
不
可
欠
で
、

備
蓄
の
把
握
と
管
理
体
制
の

強
化
、民
間
企
業
と
の
連
携
に

よ
り
質
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。プ
ル

型
支
援
と
の
役
割
分
担
、そ
れ
ぞ
れ
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
計
画
策
定
と
体
制
構
築

に
よ
り
課
題
解
消
を
図
り
、被
災
者
へ
の
迅
速

で
確
実
な
支
援
の
実
現
を
期
待
し
ま
す
。

や
し
き
だ
　
区
に
預
か
り
保
育
を
申
請
し
て
い
る
幼
稚

園
の
保
護
者
な
ど
も
利
用
で
き
る
仕
組
み
へ
と
転
換
す

べ
き
と
考
え
る
が
？

保
育
支
援
課
長
　
幼
稚
園
で
預
か
り
保
育
を
利
用
す
る
過

程
の
具
体
的
な
利
用
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、関
係
部
署
と
も
連

携
し
な
が
ら
、多
角
的
な
観
点
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

A 病
児
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

区
民
の
公
平
性
を
考
え
る
と
、
歳
入
に
繋

が
り
、事
業
の
自
立
性
が
高
ま
り
、
子
ど

も
た
ち
に
良
い
影
響
を
も
た
ら
す
施
策

は
早
急
に
検
討
す
べ
き
。改
修
・
改
築
工

事
は
園
の
中
の
作
り
を
変
え
る
絶
好
の
機

会
。
時
代
を
見
据
え
た
、区
民
に
選
ば
れ

る
保
育
園
の
施
設
へ
の
転
換
を
。

や
し
き
だ
　
本
区
で
は
母
子
保
健
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
既
に
電
子
管
理
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、精
神
保
健
・

難
病
対
策
等
の
業
務
、
相
談
記
録
な
ど
は
現
在
も
紙
に

よ
る
運
用
と
な
っ
て
い
る
。
何
故
か
？

保
健
予
防
課
長
　
精
神
疾
患
や
一
部
難

病
の
相
談
記
録
は
保
健
所
内
で
運
用
さ

れ
る
個
人
情
報
で
あ
り
、基
本
的
に
外

部
機
関
と
情
報
共
有
す
る
こ
と
は
な
く
、

電
子
化
の
優
先
度
が
低
い
た
め
。

A
や
し
き
だ
　
災
害
時
に
相
談
記
録
が

消
失
し
て
し
ま
う
な
ど
の
管
理
リ
ス
ク

は
な
い
の
か
？
電
子
管
理
導
入
へ
の

見
解
は
。

保
健
予
防
課
長
　
紙
の
記
録
は
保
管
場

所
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、長
期
間

経
過
し
た
記
録
は
廃
棄
さ
れ
る
リ
ス
ク

が
あ
る
。対
応
優
先
度
の
高
い
対
象
に

は
、紙
と
デ
ー
タ
記
録
の
両
方
を
保
管

し
、緊
急
時
に
は
機
動
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
備
え
て
い
る
。自
治
体
標
準
化

シ
ス
テ
ム
へ
の
適
合
状
況
な
ど
、全
体

の
状
況
を
み
な
が
ら
今
後
判
断
す
る
。

A
あやかの想い



TOPICS ［令和8年度（2026年度）当初予算について］

［令和8年4月1日から］

自転車の違反に「青切符」が導入されます！

1985年南砂生まれ、現在東砂在住。一児の母。
江東めぐみ幼稚園、第三砂町小･中、都立東高
文京学院大学（人間学部保育学科）卒業。
保育士（2008年3月東京都知事認証）

（1）笑顔あふれる江東区の実現に向けた施策のさらなる推進
（2）財源確保と時代に即した既存事業の見直し
（3）持続可能で強固な財政基盤の構築

予算編成の基本方針（骨子）

予算規模は8年連続での増加、過去最大の予算規模となりました。（3,983億3,600万円［前年比4.5%増］）
ここに予算案の一部をピックアップします！

～一人ひとりの「今」に寄り添い、歩みを進め、笑顔輝く未来へ～

運営補助金の単価を引き上げるとともに、
放課後児童支援員のキャリアアップ処遇改善事業を実施

●私立学童クラブ補助事業

輸送計画の策定及び防災倉庫の棚卸し等、官民連携で行う
●備蓄物資整備事業

●特定不妊治療費助成事業
保険適用された特定不妊治療と併せて自費で実施した先進
医療にかかる治療費から、都の助成額を除いた額に対して、
1回の治療につき5万円を上限に助成

□全区民に携帯トイレを1人15個配布
□トイレガイドブック

Point!
◎災害用携帯トイレ配布・全世帯へ

携帯トイレを全区民に配布！ 

 全区民に携帯トイレを１人15個配布 

 「まず使ってみる」機会を提供し、 
備蓄や在宅避難の定着を促進！ 

 災害時のトイレ問題等をわかりやすく 
解説するガイドブックで防災意識を向上 

防災 

イメージ画像確認中 

災害用携帯トイレ配布・備蓄啓発事業 

 令和７年度に実施した江東区政世論調査で、区に力を入れてほしい施策の１位が 
「防災対策」でした。 

 災害時は断水等でトイレが使用できなくなり、様々な問題が発生するため、家庭での 
携帯トイレの備蓄が重要となります。 

 携帯トイレとガイドブックを全世帯へ配布し、実際に使う機会を提供することで、 
備蓄や在宅避難の定着を促進します。 

背景・目的・効果 

担当課・連絡先 防災計画課・03-3647-9584

  15億5,827万円 予算額 

Point！ 

トイレガイドブックの主な内容 

携帯トイレの 
使用方法 

家庭での 
対応事例 

主な携帯トイレの種類 

 ３種類の携帯トイレを各５個、１人15個の携帯トイレを全区民に配布します。 
※令和８年４月１日時点で江東区に住民票がある区民が対象 

 携帯トイレとあわせて、災害時のトイレ問題や対策などをわかりやすく解説した 
「トイレガイドブック」を１世帯につき１冊配布します。 

 R8.9 携帯トイレ・トイレガイドブック配送開始 

事業内容・スケジュール 

➀凝固剤タイプ  ：粉末等で排泄物を固める 
➁シートタイプ  ：汚物袋と吸収シートが一体化 
➂防臭袋付タイプ ：防臭性のある袋とセット 

4

◎修学旅行や移動教室の無償化

□区立小中学校で実施する宿泊行事にかかる　
費用を所得制限なしで実質無償化
□移動教室や夏季施設の行事もカバー

Point!

修学旅行や移動教室の無償化 

 区立学校で実施する宿泊行事にかかる経費を所得制限なしで実質無償化します。 
 現在、保護者が負担している費用（下表の補助額）を区が負担します。 
【 ➀小学校夏季施設等参加費補助事業】 

 
 

 
 
【 ➁ 中学校修学旅行等参加費補助事業】 

 
 

 
 

 区立小中学校の特別支援学級で実施している合同宿泊行事についても補助の対象と 
します。（小４・５合同合宿、小６合同移動教室、中１～３合同移動教室） 

 公立の特別支援学校に通学する児童生徒がいる世帯にも補助します。 

事業内容・スケジュール 

 宿泊行事の費用について、昨今の物価高騰により保護者の負担額が増加しています。 
 保護者の費用負担の軽減を図り、児童・生徒に平等に豊かな体験活動を提供することで、

文化や自然に親しむとともに、コミュニケーションや他者理解など、豊かな心の育成に 
つなげます。 

背景・目的・効果 

 区立小中学校で実施する宿泊行事にかかる
費用を所得制限なしで実質無償化！ 

 保護者の費用負担の軽減を図り、児童・ 
生徒に平等に豊かな体験活動を提供！ 

 修学旅行に加えて移動教室や夏季施設の 
行事など、広く・手厚くカバー！ 

Point！ 

こども 

➀ 小学校夏季施設等参加費補助事業 
➁ 中学校修学旅行等参加費補助事業 

担当課・連絡先 庶務課・03-3647-9170

➀ 1億8,163万円  ➁ 2億6,190万円 予算額 

補助上限額 対象経費 対象人数 対象学年 行先 行事名 

28,000円 宿泊費、交通費、食費、体験活動費等 4,223人 ５年生 林間・臨海学校 夏季施設 

14,000円 食費、体験活動費等 4,322人 ６年生 日光高原学園 移動教室 

補助上限額 対象経費 対象人数 対象学年 行先 行事名 

16,000円 食費、体験活動費等 2,730人 ２年生 長野県内 移動教室 

76,500円 宿泊費、交通費、食費、 
体験活動費、積立取消手数料等 2,788人 ３年生 学校により異なる 修学旅行 
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通信機能付きLED電球を自宅に設置し、
一定時間電球が作動しない場合に通知や訪問を実施。

◎高齢者見守り電球設置事業

ひとり親家庭および障害児について、利用上限時間をこども一人あたり
144時間から288時間に拡充するほか、障害児については対象を小学
６年生までに拡充。

◎ベビーシッター利用支援事業、拡充について

□都内発となる中小企業向けDX支援施設の整備により区内企業のDXを推進
□中小企業にとってハードルの高いDXを単純なデジタル化の段階からサポート
□実際にパソコンを操作しソフトを使ってDXを身近に

◎都内初！中小企業向けDX推進支援センター開設！

◎こども家庭向け複合施設整備事業

こども家庭向け複合施設の整備 

 幅広い相談や支援に切れ目なく対応 
できる複合施設を整備！ 

 江東区のみを管轄する都の児童相談所
を併設！ 

 23区最多の区内10か所目となる子ども
家庭支援センター（愛称：みずべ）を
設置！ 

こども 

こども家庭向け複合施設整備事業 

スケジュール 

R8・R9       基本・実施設計 
 
R10～13     建築工事 
 
R13以降      開設 

 区の児童虐待受理件数は増加しており、虐待予防や重症化を防ぐため、こどもや家族に
関わる全ての関係機関の連携強化を図る必要があります。 

 各機関の機能を最大限に活かし、虐待の未然防止から再発の防止、次の世代の虐待 
予防まで、幅広い相談や支援に切れ目なく対応できる児童相談体制を構築します。 

背景・目的・効果 

担当課・連絡先 児童相談体制連携調整担当・03-3647-7530

      9,340万円 予算額 

Point！ 

 こどもやその家族を総合的に支援するため、子育ての身近な相談支援窓口である区の  
「子ども家庭支援センター（みずべ）」、令和７年度から新たに設置した区の「こども 
家庭センター（児童福祉部門）」、都の「児童相談所」を併設した複合施設を整備 
します。 

事業内容・スケジュール 

こども家庭向け複合施設 
延床面積：約5,500㎡ 場所：潮見２ 

相互連携 
子ども家庭支援センター 

（みずべ） 
子育てひろば・ 

一時預かり・相談 

こども家庭センター 
（児童福祉部門） 

関係機関調整
虐待予防・支援

児童相談所 
専門相談
法的対応

区 

区 都 
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□幅広い相談や支援に切れ目なく対応　□江東区のみを管轄する児童相談所を併設
□23区最多の区内10か所目となる子ども家庭支援センター（愛称：みずべ）を設置

Point!

Point!

□購入費を区独自で1万円助成
□高齢者の移動を支援、外出を促進

Point!
◎東京都シルバーパス購入費助成事業東京都シルバーパス購入費を助成！ 

 東京都シルバーパスの購入費を区独自で
１万円助成！ 

 高齢者の移動を支援し日々の外出を促進 

 おでかけを通し、高齢者の健康づくり、
生きがいづくりを支援！ 

健康 
福祉 

東京都シルバーパス購入費助成事業 

以下の要件をいずれも満たす方 
・江東区内に住所を有する満70歳以上の方 
・令和８年10月から有効のシルバーパスを 
 12,000円で購入した方 

助成対象 

10,000円 助成額 

25,000件（見込み） 助成件数 

令和８年10月１日 申請 
開始日 

 江東区は東西を走る都営新宿線や南北交通の主軸を担う都営バス路線が充実し、 
シルバーパスの利便性が高い地域です。 

 東京都が令和７年10月からシルバーパスの発行費用を引き下げしたことを契機に、 
購入費の一部を助成することで、高齢者の負担を軽減し、シルバーパスの利用促進を
図ります。 

 シルバーパスの活用により高齢者の趣味やボランティア、イベントなどによる外出を
後押しし、健康づくりや生きがいづくり、健康寿命の延伸や介護予防につなげます。 

背景・目的・効果 

担当課・連絡先 長寿応援課・03-3647-4541

事業内容・スケジュール 

2億8,309万円 予算額 

Point！ 

70歳以上の都民を対象に 
都営バスや都営地下鉄、 
民営バス各社などの都内 

公共交通機関を利用できるパス 
  

【発行費用】年間12,000円 
※住民税非課税者等は1,000円 

 
東京都シルバーパス 

 シルバーパスを12,000円で購入した区民に対し、実負担額が2,000円となるよう 
購入費を助成します。 

 ※シルバーパスの発行費用に変更が生じた場合には、助成額を調整 
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□都営バス路線網を補完する本区初の公共交通
□高齢者や子育て世帯に向け、ニーズに応じた
　柔軟で効率的な運行が可能
□令和9年度の実証運行開始にむけ準備を推進

Point!
●江東区コミュニティバス運行事業

現
場
の
声
に
耳
を
す
ま
せ
て
、
質
問
で
取
り
上
げ
た
内
容
が
予
算
と
し
て
形
に
な
り
ま
し
た
！

ま
た
、
我
が
会
派
の
要
望
内
容
も
予
算
に
多
数
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

家族等の経済的負担を軽減するため、利用者負担額を無償化
◎重症心身障害児（者）レスパイト支援事業

聴覚障害者が手話通訳オペレーターを介して
区役所へ問い合わせ可能な“手話リンク”を区HPに設置

◎障害者意思疎通支援事業

以下は罰則の一例です。皆様くれぐれも安全運転を！

やしきだあやか 江東区議会 自民・参政・無所属クラブ区政レポート 2026春～初夏号
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詳しくは⤵

2026.3.27の本会議で
賛成多数で予算案が
可決されました。

江東区内の各駅や地域で
リーフレットをお配りしています！

企画総務委員会 委員長
医療･介護･高齢者支援特別委員会 委員
手話推進議員連盟 世話人

2015年 江東区議会議員 初当選 現在3期目
【江東区議会】

学校外の屋内プールにおける水泳指導の試行および
プールを設置しない場合の学校改築工事の経費試算を実施

●小学校管理運営事業 小名木川小学校から始まります！

きっずクラブの運営にかかる委託料を引き上げるとともに、
放課後児童支援員のキャリアアップ処遇改善事業を実施

●放課後こどもプラン事業


